
平成13年3月1日発行 526号 ホームページアドレス http://www.town.nagahama.ehime.jp/ 
・発行・ @799~3401 愛媛県喜多郡 長浜町役場 fi0893@1111番 編集…総務謀 (iモード対応)http://www.town.nagahama.ehime.jp/i / 

広報 3同号

ごノ

吋
1) 

ねズ

ィ三 亘
ふUS J兵
物の

フ 文化

M 

キ
⑮ 

( 

天
妖

言己

物

指定年月日 平成元年8月30日
所 在 地長浜町大字今坊

所有者東俊男

このイブキは、今坊橋立上 の客神社西参道の脇にあります。 目通り4.8m、

樹高約20mで、地上 4-5mのとこ ろから10本ほどの大きな枝が四方に伸

び、豊かな葉に覆われ、樹勢は壮健で雄大です。

イブキはヒノキ科に属し、 4月頃卵 形黄色の小さい花を枝先に付けます

が、この客神社のイブキは、雄木で実はなりません。

老木は樹勢も衰え、樹冠が白骨になったものを見ることがありますが、

このイブキは環境が良いためか樹勢が大変よく、県下においても有数の大

木です。

健康づくり運動
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における圏民鰻壊づくり運動~-21瞳

@生活習慣病とは?
日本人の死因の1位か
ら31:立をしめるガン冒心
臓病回脳卒中や最近増加

の著しい塘尿病等のこと

をいいます。その発生や

進行には、食習慣副運動

習慣回飲酒・喫煙個スト

レスなとの生活習慣が深

〈関わっています。

次の3つのことを冨標としています。@円建藤富本21J{ま、
①壮年期死亡を減少させる。

②健康寿命(寝たきり等にならないで、心身ともに自立して

健康的な生活が送れる期間)を延ばす。

③生活の質を向上させる。

大 壮年期死亡の原因となったり、健康寿命を短縮

し生活の質を低下させる生活習慣病は、それぞ、れ

の生活習慣が深く関わっています。栄養-運動・

休養など、様々な項目について、 2010年までの目

標値を定め、全国的な運動が進められています。

電撃斡曜いい錦電!(J害事管zi運;告書鱒革、1草記議
これからの健康づくりは、健診による早期発見や治療だけでなく、自分の努力で健康を増進し、発病を

予防することが大切です。そのために、悪い生活習慣は少しずつ改めましょう。

あえまたの生活費慣ちょっと変えてみませんか"“健麗{ま自分でつくるもの、

健康日本21に基づき生活習慣の改善点について紹介していきます。参考にして頑張りましょう。

総死亡にしめる生活習慣病による死亡の割合

くI自の自標歩数〉

若い人 1 0，000歩

高齢者 6，000歩

今月から、

心臓病
15.3% 

80kcalの食品のめやす

ご飯 軽く 1/2杯

缶ジュース 160cc 

ショートケーキ 1/4個

あんパン 1/3個

ビール 200cc 
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0運動不足のあなた、まず意識的に今よりも1，000歩
以上多く歩いてみましょう。

( 1，000歩→歩く時間で約10分、距離で600-700m)

生活の中に歩く機会を増やしましょう 1

-休日のコーロ寝やめて、早歩き散歩でリフレッシュ!

-ちょっとの買い物は歩いて出かけよう!

・エレベーターやエスカレーターをやめて階段を利

用しよう 1

・パス停や駅まで歩こう!

※普通に約50分歩いて80kcalの消費量です。

健康づくりについてのお問い合わせは

長浜町保健センター(曾52回 3055園(有i)2095)まで。

2 

0歩くことが、苦にならなくなったら、週2回以上継
続して20分~30分歩くように心がけましょう。

<歩く(運動)習慣で得られる効果>

ーイ本日旨庁万をう!界再やし月出荷を防ぐ。

-糖尿病、高血圧や高脂血症、動脈理化、高尿酸Jfrl

:JÚ~ などの予防に役立つ。

-動脈硬化を防く、善玉コレステロールiJ{増える 0

.ストレスの解消になる。



老人個展健 者の
増え続ける老人医療費は県下でも最上位にあり、平成11年度において約19 3T3~i~万円で、 1 人

当たりにして約88万4千円にのぼり、その財源の6割目、上がwさんが加入されている国民健康保険やよ|
会保険の保険料¥ )で賄われていますむ

H 11年度畏浜町老人医療費(約19億3千3百万円)負誼割合

受給者一部負担金
約1億6千3百万円
(8%) 

町負担金
約11;意3百万円
(5%) 

県負担金
約1億3百万円
(5%) 

国負担金
約4億1千2百万円
(21%) 

国{果、社保の負担
約11億5干2百万円
(61%) 

医療費が増えると、
みんなの負担も増えてしまいます目

このまま推移すると国保や社保の財政[ま益々厳しぐなり、皆さんが負担する保険料(税)も増加するこ

とになりま

お年寄りになると病気にかかりやすく、しかも治りにくくなるため、医療機関にかかる場合が多くなり

がちです。かかコた医療費に関心を持ち、より良い医揮を受けるように心がけましょう。

霊棲受診はやめよう九区療襲の無駄遣い
重慢交診とは、同じ病気で¥，ミくつもの医療機関にかかることです。

当然医療機関ごとに医療貨は支払われるわけですが、同じ診断ペコ検査、投手:等を重ねて受ける三とから

医療費の無駄、あるいは投薬による副作l1l~)起こらないとは限りません。医療費適正化のために、かかり

付けのお医者さんを持ち、同-~躍機関で受診するよう心がけましょう。

あなだにもでささま替、霊童療費の節約

①重複受診はやめましょう。

②;主射や薬のおねだりはやめましょう。

③健康診断で早期発見と早期治療に心かけましょう。

④かかり付けのお医者さんやかかり付けの薬局を持ち、相談しましょう。

⑤適度な運動と休養、バランスのとれた食生活で健康を保ちましょう。

勺
u 

襲出漁村瓦g障の国
女性の役害リを適正に評価し、能力発揮を促進するため、農林水

産省は3月10日を「農山漁村女性の日」として設定しています。

〈農林水産省〉



wITJ (，開通信鱗)間~
13年鹿 (4月--7月)の

自程ガ、決まりまし君。

3月19日に開催予定の IT講習会には、多数のご応募をいただきありがとうございました。

今回受講できなかった方、新たに受講を希望される方は、 13年度(4 月 ~7 月)の H 程が以下のとおり

決まりましたので、ぜひご応募いただきますようご案内致します。

【申込方法】長浜町教育委員会、ふれあい会館及び、今国の講習会場となる各公民館で、下記事項を所定

の用紙に記入していただいて申し込みを受け付けるほか、後日愛媛県から新聞折込で配布される ilT講

習」受講者募集チラシ付属のハガキでも受け付けます。

※ お伺いする事項一氏名 B 生年月日・性別回住所 E 電話番号四受講希望講座(1講座のみ)

【申込受付期間1髄聾護霊翻醸欝韓議麗親調盟議離轟轟融盟議選1応募者多数の場合、抽選とさせていた
だきます。(下表締切日必着)

なお、 1講鹿へのお申し込みは、お1人 1通とさせていただきます。(1講座への権数の申し込みが判

明した場合は、 2通目以降は無効とさせていただきます。受講が決定すると、受講決定通知が送付されま

す。)

平成13年度 (4月~7月) I T講習会日程表

!日 月 火 水 木 金 l土 日寺 閏 場 所 申込締切日(必着)

16 17 18 19 20 21 夜間 (19:00~21:00) 長浜町体育関
4月 3月23日(金)

23 24 25 26 27 28 夜間 (19:00~21 ・ 00) 白滝公民館

7 8 9 10 思間( 9 ・ 00~12:00) 長浜町体育館

12 
土思間日 (13:00~1 7: 00) 5月 長浜町体育館

13 19 

14 15 16 17 18 
4月20日(金)

19 夜間 (19:00~21:00) 出海公民館
6月

28 29 30 31 思間(9:00~12・ 00) I大和公民館

I 28 29 30 31 6/1 2 夜間(19 ・ 00~21 ・ 00) 豊茂公民館 i

2 土日
思閏 (1 3: 00~ 17:00) 長浜町体育館

3 9 
6月 ト一一一一 5月18日(金)

4 5 6 7 8 9 夜間 (19:00~21:00) 長浜町体育館 l

11 12 13 14 15 16 夜間 (19:00~21:00) 櫛生公民館

i 2 3 4 5 思閏(9:00~12・ 00) 白滝公民館
卜一一

2 3 I 4 5 6 7 j 夜間(19 ・00~21:00) 今坊公民館

5 6 
7I ||| 夜土昼間間日 (19:00~21 :00) 沖浦公民館 1ト一一一

7月 6月22日(金)
( 13 ・ 00~17・ 00) 長浜町体育館

8 14 

思問 (1O:OO~ 15:00) 青畠公民館

12 13 14 夜間 (19:00~21 ・ 00) 大和公民館

4~ 



類の家電製品ω収集手数料l土、今月の町議会での議決を経て、 4月か

昨年11月仁交通事故で逝去され ら次のように改正される予定でし

た世熊野市枝さん(長浜・、Tj時21) 収集}j訟は、これ空でど、おりその月の以集円(第 4金曜日 )ω前日ま

のこ家肢により、草一枝さんが生前 でに電話で申し込み、ミI_jl:::f、朝大ご、み処理シ、ルを貼って軽トラック

に創作されていたデザイン両20数 め入るところまで1:["，してください。粗大ごみ処理シールは最寄の指定

点や、ビデオ作品などが民示され ごみ袋販売席で、扱っていますので、指定の令額分の枚数を貼ってくだ

ます。管さん、ぜひおすち寄りく さい

ださし'0 収集料金が変更される粗大ごみは、冷蔵庫固テレビ=洗濯機・エア

【期間】 3月 2 0日-4月 1日 コンの4品目です。収集料金は、 4千円から 6千円の範囲となる予定

(月曜日休館:午前9時~午後5時) ですが、決まり次第各家庭に囲覧等でお知らせいたします。

I場所】ふれあい会館ギャラりー なお、これにより)奏家電の不性

事事醐骨骨翻控臨 翻蝿慰霊郵E邸主:::::::::=::朝寝翻意器j平成13年度園時税
課税台帳の縦覧について

投棄が増加することが心配されま

すが、不法投棄の処理は、地主や

市町村が行わなくてはならず、結

4月 2白から 20日まで(無料) 局 lま皆さんの机金か使われること

位場税務課では、あなたの十地 となります。家電リサイク)レJ去の

や家屋などの資科(固定資産課税 趣旨を尊重し、絶対に不法投棄は

台帳)を 4月 2円から 4月 20日 しないで〈ださい。不法投棄を発

見された場合は、法律により罰 lt

られますり

需彦事 JoJ(工会活""Jj'l諜へ叩[νuとくにさい
睡組、ごみ 1 僚に i 悦~(i て くほさし1

電参見やZい溺phlこ結ってじごさい日

ごみ収集に朗ずるお問い合わせは...".生活環t見課Eまで

までの期間(午前 8時 3 0 分か t~

"r 後 5時まで)無料でお見せしま
す(ただし、ご十 11歪日・日叫口は

縦覧できません0)

平成 12年中に、家庄の新・土台

.5t~や取り壊しをした人、または、

上地・家屋の相続、贈与・売買な

とごで、所有権の変わった人は、資産

が間i重Lミなく里子空事てきれているか、

この際会にぜひ確認をしましょう。

※縦覧の際には、必ず印鑑をご持

参1、さい

?「西予を描〈絵画展!が開催さ掃す
平成12年度に募集した「西一予地域の風物を題村とした油彩問、日本

|点[、水彩画、版画るごとー」の入選作品が多数展示各れます。

入館は無料です c 皆さんぜひご鑑賞くださヲい

【場所】愛揮県立美術館(南館)

【期間】 3月 20日(火) -25白(日)午前9時 40分~午後6時

(最終日は4時まで)

※ 上記展覧会終了後、下記のとおり巡回展を開催しま寸

その他詳し〈は、役場税務課固

定資産税係(官52-1111・惰)2041) 

までお問い合わせください。

0八幡浜市民図書舘.:3 t~ 27日一 4月 4日 ('1二前 9時-'r後 51時ー月

H1'." nイ木重宮)

自新刊情報です~長浜町立図書館~

書名 著者

。風のかたみ 内海隆一郎引甘

つ手作りでよみがえる古布の魅力 松永治子世討i除去
のあふれた愛 天亘荒太市'j;意書な

〔ノ 4~二選おすすめ旅の宿2001 庚済主出版編者品者

ouえるな障害者おごる今健常者 福留 均

。冷え症、貧血、低111日正 南雲久)~ J-
E 

H司園田司冒国・・・・・・園田園~----圃幽.嗣剛司開園旦固圃幽圃園田園耳目 E ・--開園田目白目幽 E 恒国園田 m ・・回園田四'・・・・・ー幽幽・・・ a 圃剤"

5-

0宇和町先哲記念館・・・ 4円 8日~

1513 (午前 9時~午後 5時・月曜

日イ木長自)

。臥龍美術館(大ilト巾柚木)・・・ 4

円171:::f~25 日(午前10時~守伶 ti

時・木曜日休館)

Eお問い合わせ]八幡浜・大洲士也

区広域市町村圏組合「西予を描〈

絵画Jru係(器24-0560)まで色。

横



晶誌記記命事関入
ますら始まイす受給{針暴F食料

国民年金の保険料は便利℃確実な「口座振替」をおすすめします

電気代やガス代と同様に、同民年金の保険料もあなたの預貯金口座から振替納付でき

ることをご存じですか。忙Lい毎日、わ玄わざ納めに行く手聞が省け、また、うっかり

納め忘れることも防げます。

申し込み}↓J紙は、役場窓口や指定の金融隙珂(愛媛たいき農協・伊予銀行ロ安授銀行・

各郵便局j の窓口に用意しであり、預金i副長及び通帳に使用している印拡をご持参いた

だければ簡単にお申し込みできます。

預金残高にご注意

座振替の注意点〕

口座の残高が不足していると振り替えできませんので、

くださし 10
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春の盆圏:え笈予防運動のJZTL1二i立f7ZU
全国山火事予開運動 火事 r-[;方運劃」を行っていますi

2001'1三の統一スローガン iよ l官てた

喝醇車両火災予開運動し山へ吋叩一σの戸ι〉ぷζ
建築物閉災 i潤里闇 力J::ZE主訂tf|口;プlにご皆肝さん川のご市協 i 
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う分た と当なか子よのだに のす若こ多存がて会
ハ 人のむ身い事丁つのう侵ろっ結問るしれ様在生I1いに私;
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逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
日
一

分
が
も
し
こ
円
よ
う
な
問
題
に
直
一

町
し
た
場
台
、
も
し
も
自
分
の
同
一

親
が
桐
子
の
身
厄
調
査
を

L
た
ら
一

私
は
ど
う
思
う
か
。
こ
れ
は
、
ま
一

だ
大
人
に
な
っ
て
い
な
い
私
で
も
一

は
っ
き
り
と
わ
か
る
こ
と
だ
。
一

差
別
と
い
う
も
の
は
根
強
く
、

な
か
な
か
川
減
し
な
い
も
の
万
。
一

そ
れ
は
私
が
今
ま
で
学
習
し
て
き
一

た
過
程
で
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
一

し
、
な
く
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
一

放
っ
て
お
い
て
い
い
と
い
う
も
の
一

で
は
な
い
。
誰
か
が
な
く
そ
、
っ
と
一

努
力
し
な
け
れ
ば
、
差
別
は
な
く
一

な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
私
た
一

ち
の
世
代
の
力
が
必
要
な
の
だ
。
一

こ
れ
か
ら
の
米
中
を
生
き
て
い
一

く
す
べ
て
の
人
々
の
、
手
せ
な
生
一

活
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、
今
の
一

ま
ま
で
は
い
け
な
い
c

ま
ず
は
白

分
か
ら
で
き
る
こ
と
を
し
て
み
よ
一

ぅ
。
そ
し
て
、
今
の
与
え
を
持
つ
一

た
ま
ま
大
人
に
な
ろ
う
。
自
分
が
.

結
婚
す
る
川
、
身
元
調
杢
に
反
対
一

で
き
る
よ
う
に
、
白
分
の
子
ど
も
一

が
桔
婚
す
る
時
、
身
元
調
査
を
す
一

る
よ
う
な
大
人
に
な
ら
な
い
よ
う
一

に
。
こ
れ
か
ら
先
、
常
に
「
身
元
一

調
査
お
断
り
!
」
の
精
神
を
。
一

占企近のひな祭りは、家

で白酒を飲み、ちらし寿

司を食べながら祝うこと

が多いようですが、地方

によっては、この時期に

河辺などで食事をしなが

ら、ひな祭りを楽しむと

ころもあるようです。

臨璽盟覇
3月 3rlのひな祭りの桃の節句とし、うのは、

)jIJ名です。

宮1孝司召彦

「桃の節句」のほか、「桃のt:lJ I雛の日」と
いう言柴ι、季語としてよく使われてし、ます〈
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4兆の日の

昼空に



文
化
期
を
守
ろ
う

ー
出
石
与
・
瑞
龍
寺
で
防
火
訓
練
1

文
化
財
防
火
デ
!
の
一
月
二
十
六
日
、

消
防
長
浜
支
署
員
ら
に
よ
り
、
出
石
寺

で
消
火
栓
な
ど
の
消
火
器
具
・
設
備
点

検
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
二
十
八
日

に
は
、
沖
浦
の
瑞
龍
寺
で
放
水
消
火
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
・

震
災
か
ら
守
る
た
め
に
展
開
さ
れ
て
い

る
全
国
文
化
財
防
火
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
。
出
石
寺
は
、
県

の
記
念
物
(
名
勝
)
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の

銅
鐘
や
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
木
造

釈
迦
如
来
坐
像
が
あ
り
、
瑞
龍
寺
に
は
、

同
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
十
一
面
観

音
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

環

7J' 

冒申告、、っく野

ー
生
涯
学
習
の
ま
ち
、
、
つ
く
り

一
月
一
一
十
八
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
第
一
一
同
一
長
浜
町
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
種

団
体
会
員
ら
町
内
か
ら
約
五
白
人
が
参

加
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
大
和
小
学
校

児
童
に
よ
る
豊
年
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
に
会
場
か
ら

は
温
か
い
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

開
会
式
の
後
、
「
美
し
い
自
然
を
未

来
へ
」
と
題
し
て
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

が
行
わ
れ
た
。
南
海
放
送
の
戒
同
節
子

さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

I
に
迎
え
、

町
内
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
さ
れ
て

瑞龍寺で行われた放水訓練

推
進
大
会

1

い
る
同
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
っ
て
意
見

発
表
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
女

優
の
浜
美
枝
さ
ん
に
よ
り
「
美
し
い
日

本
の
暮
ら
し
」
と
題
し
て
、
自
然
か
ら

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
巾
心
と
し

た
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
。
ホ

町
生
活
環
境
課
環
境
係
長

窪

清

一

さ

ん

O
分
別
収
集
か
ら
二
年
を
経
た
町
の
ゴ

ミ
事
情
に
つ
い
て
な
ど
。

町
商
工
会
女
性
部
副
部
長

小
山
満
里
子
さ
ん

大和小児童による豊年踊り

O
E
M
(
有
用
微
生
物
群
)
前
に
よ
る

水
の
浄
化
に
つ
い
て
な
ど
。

農
業
者
(
起
業
家
)菊

地

徹

さ

ん

O
木
酢
液
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
経
験

し
た
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
に

つ
い
て
な
ど
。

柴
小
学
校
六
年
生

宮
上
靖
子
さ
ん
E

森
川
知
実
さ
ん

O
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
花
ず
つ
く

り
活
動
に
つ
い
て
な
ど
。

講
演
(
浜
美
枝
さ
ん
)

まちづくりシンポ

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
-
ド
イ
ツ
の
資
源
循

環
剖
社
会
の
例

。
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

。
い
か
に
日
本
の
環
境
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
残
し
て
い
く
か
が
大
切
。
、
王

役
は
住
民
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
支
え

合
っ
て
ま
ち
ず
つ
く
り
を
:
・
な
ど
。

講演を行う浜美枝さん

8 

在
宅
介
護
を
学
ほ
う

ー
在
宅
介
護
食
講
習
会

1

一
月
二
十
九
円
と
二
月
一
日
、
同
九

日
の
三
同
に
わ
た
り
、
在
宅
介
護
食
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
官
会
が
開
催
さ
れ
、
長

浜
町
保
健
栄
養
推
進
協
議
会
の
会
員
ら

約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

九
日
に
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
介
護

調
理
実
習
や
、
食
事
介
護
の
実
技
講
習

が
行
わ
れ
た
。
「
レ
ン
コ
ン
な
ど
繊
維

質
の
も
の
を
い
か
に
高
齢
者
が
呑
み
込

み
ゃ
す
く
調
理
す
る
か
c

い
か
に
食
べ

や
す
い
体
勢
を
作
る
か
。
時
間
を
決
め

た
生
活
の
リ
ズ
ム
の
あ
る
食
事
の
大
切

さ
。
」
な
ど
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま

え
て
、
参
加
者
ら
は
、
二
人
一
組
で
介

助
さ
れ
る
側
の
食
事
を
体
験
す
る
な
ど
、

「
体
験
か
ら
一
始
ま
る
介
護
」
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
て
い
た
。

者4H
U
 

A
官
官
ヲ
匂す

わ
亨
A叩

山
聞
十

判
制
日

↓
助

て

介

習

鯖



る

二

年

十

野

将

平

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
う
ま
い
大
根
つ
く
っ
て

る

三

年

水

田

健

司

雪
だ
る
ま
と
け
ず
に
よ
か
っ
た
ま
た
明

日

四

年

門

口

和

去

水
ど
ま
り
う
め
の
木
V

」
ず
る
空
模
様

五

年

塚

井

伸

一

半

喪]

11 ~] 

H 
宇田之

ヒ
ア
ン
ン
ス
ね
っ
こ
が
の
び
た
め
も
で

そ

う

二

千

米

同

彩

華

せ
つ
ぶ
ん
で
豆
を
ま
い
た
ら
お
に
に
げ

て?搭事つ時!?

かすゆき

E和立ちゃん

p
↓
 
v
f
J
 

受 馬馬長浜高佼美術部

な
の
花
か
さ
い
た
ら
脊
が
や
っ
て
く
る

二

年

高

崎

雅

美

春
休
み
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
コ
一
年
生

二

年

山

崎

長

太

春
が
き
て
さ
く
ら
さ
く
-
」
ろ
四
年
生

三

年

中

川

将

た
ん
ぽ
ぽ
に
話
し
か
け
て
る
春
の
風

三

午

大

谷

光

季

そ
よ
風
が
お
ど
っ
て
い
る
よ
二
コ
ニ
コ

と

三

年

二

官

唯

風
が
ふ
き
春
が
に
お
う
よ
青
い
空

川

年

川

元

優

お
正
月
も
ち
を
丸
め
て
や
け
ど
し
た

四

年

武

田

長

人

校
庭
で
み
ん
な
と
遊
ん
だ
雪
の
胡

四

年

松

川

理

恵

子

山
風
ふ
き
ぎ
り
に
包
ま
れ
春
を
待
つ

五

年

武

田

倫

美

り
さ
ん
と
福
よ
来
い
よ
と
巳
ま
い
た

五

午

友

津

干

衣

節
分
の
「
f

見
が
来
る
よ
」
に
驚
か
ず

一

九

一

年

鎌

川

歩

節
分
に
舟
が
ご
ま
か
す
一
旦
の
数

五

年

繰

原

一

的

希

ス
ト
ー
ブ
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
亦
く
な

る

」

八

件

刊

日

期

太

郎

久
、
の
海
ひ
じ
川
あ
ら
し
流
れ
出
す

六

年

渡

沙

也

雷

冨
伴
っ
て
山
が
絹
の
止
着
た

六

年

二

宮

仁

冬
寒
し
ス
ト
ー
ブ
ま
わ
り
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

六

年

松

日

時

人

9 



(，(i)岸本印刷

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
る
花
の
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

本
格
的
な
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
来
月

の
今
頃
は
、
新
た
な
旅
立
ち
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、
白

や
ピ
ン
ク
の
桜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

印刷平成13年3月 1日発行平成13年 3月号広報 な がは ま

国道沿いを彩る菜の花 (今坊)

ほんのりとした香りを漂わすスイセン(出石駅前)

喝P
結

婚

名

居田上橋

イ左秀順直

上
老
松

白

滝
下
須
戒

将2沙 き一 宇
門と奈な真 ま
恵ぇ

浩友一
伸秀郎

白長 上 戒 7校長
老
t兵キ公 J11 i兵 r竜

本岡垣野井本

熊松西

ト
シ
コ
(
七
一
ニ
)

英
雄
(
七
二
)

勝
一
(
四
O
)

真
由
美
(
三
O
)

兼
次
(
八
七
)

惇
(
九

O
)

1
月
届
出
分

(敬
称
略

イ主

戸万

氏

岡芳村
田我上

江和子人

お
〈
や
み

1
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

-10-

松長長長

山 j兵 j兵 j兵

石上井高

海

白長沖柴出

海 i竜浜浦

田

一
(
五
四
)

平
(
七
三
)

晋
(
六
九
)

百
々
枝
(
五
O
)

ヤ
ス
ヱ
(
九
四
)

正
子
(
八
八
)

芳
雄
(
五
九
)

サ
ヨ
子
(
七
四
)

龍
光
(
七
二
)

茂
夫
(
八
六
)

潤
(
七
二
)

坂山

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

1
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の
氏

名

保

護
者
名

下
須
戒

豊

茂
長

浜

白

滝
下
須
戒

河井梶久大
内上回 保 津

オ冬与秦え実み和字芽時
人2太た夢 b己&衣ぃ
郎 号 菜令
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人口・世帯数のうごき

1月末現在 甫可月とσコ上ヒ!1!Si:

9，760人 20人減

人 ロ (男 4，609人) (男14人減)
女 5，151人 女 6人減

世帯数 3，611世帯 6世帯減

漬森 池 水丸豊冨酒今 山

義治 t告宝
勝憲滋 一 丈

長長 出 長戒出

j兵浜海浜 川

3月の声を聞 くと 、急にくつろ い だ気分

に包まれる。「暑さ寒さも彼岸までJという
ように、 寒さと暖かさが交替する時期で、

南国では菜の花や桃の花に燥が舞い、 北 国

ではまだ雪深いが、雪の下には植物の芽が

現れ始めている。

社 会生活に目を向け ると、高校 ・大学卒

業者は職を求めて殺到するが、求人数は半

数くらいにとどまり、就職 のできない人は

町に溢れ、不景気状態は戦後最大の現象で

はなかろうか。 倒産する企業の続出も相次

ぐ。今こそ経済の振興と企業の一層の拡大

が望まれよう 。
けいらっ

暦では 3月 6日が啓訟で、動物は冬眠か

ら覚めて春に向かつて生き生きと動き始め、

解き放たれた思川、と希望の明る い季節とな

る。月末にはツバメも訪れ、農村の動きも

活発になる。 20日は春分の日で、昼夜の長

さはほぼ等しく 、 以後昼の日の長さは少し

ずつ長くなる。 彼岸の中日である春分の日

は、国民の祝日で「自然をたたえ生物を慈

しむ日」とされている。

春分の日 ・秋分の日を中日とし、前後の

3日ずつの 7日間を彼岸という 。彼岸は党

語の波羅の漢訳語で、 仏教思想に由来 し、
し が ん

「生死流転に迷うこの世界」すなわち此 岸に

対して「煩悩の流れを渡って到達した悟り

の境地」 の意である 。 この問、寺や墓に詣

でたり、寺院で読経や法話を行う 。 この習

慣は聖徳太子の時代に始まった。

春を代表する椿は古来より愛され、万葉

人たちも春の喜びを椿に託して詠んでいる。

3月 3日の雛祭りは、 もともと中国の 3
じようし らよう

月上巳または重 3に水辺で蹴いを行ったと

ころからきた。 現在のように雛祭りが盛ん

になったのは、近世以降で徳JII5代将軍綱

吉の時代という 。 この日を桃の節句という

ように、桃は邪 気を椴う 仙 木とされ、宮中

で桃の花を浮かべた酒を飲んだ。 現在では、

雛を飾り前で食事などをして遊ぶ。 雛は女
ttnf 

の子の成長を原品、織れを職う習わしとなり、

雛祭りの後雛流しをする。 少子化 の昨今の

こと 、子どもたちの成長を祈って止まなし、。

田田沼田


